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14QH3001 
問題  

図－１のような等質な材料からなる断面が、図－２に示す垂直応力度分布と

なって全塑性状態に達している。このとき、断面の図心に作用する圧縮軸力

Ｎと曲げモーメントＭとの組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。

ただし、降伏応力度はσyとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｎ Ｍ 

1. 4a2σy 10a3σy 

2. 4a2σy 20a3σy 

3. 8a2σy 10a3σy 

4. 8a2σy 20a3σy 
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14AH3001 
解説 正答──４ 

・設問図－２の垂直応力度分布は、曲げモーメントＭ と圧縮軸力Ｎ によっ

て生じている。 

・全塑性状態では、引張側、圧縮側ともに全断面が降伏応力度σyに達し、

垂直応力度分布は矩形となる。 

《解法》 

・垂直応力度分布を曲げモーメントＭ によるものと、圧縮軸力Ｎ によるも

のとに分ける。 

・曲げモーメントによる引張合力と圧縮合力は、図心軸に対して対称で、大

きさが等しい。したがって、次図に示す設問図－２のＡ部分の引張合力は、

曲げモーメントＭ によるものであり、これと等しい圧縮合力がＢ部分に

働いていると考えられる。 

・曲げモーメントＭ によるＡ部分、Ｂ部分を除いた部分が、圧縮軸力Ｎ に

よるものとなる。 
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《曲げモーメントＭ を求める》 

・曲げモーメントによる引張合力Ｔ と圧縮合力Ｃ は、Ａ部分又はＢ部分の

断面積(a×４a＝４a２)と降伏応力度σyの積である。 

Ｔ ＝Ｃ ＝４a２σy 

・Ｔ とＣ は偶力（大きさ同じ、向き反対）で距離が５aなので、Ｔ とＣ に

よる曲げモーメントＭ は、 

Ｍ ＝４a２σy×５a＝20a３σy 

《圧縮軸力Ｎ を求める》 

圧縮軸力Ｎ は、Ａ部分とＢ部分を除いた部分の断面積(４a２＋４a２＝８a２)

と降伏応力度σyの積である。 

Ｎ ＝８a２×σy＝８a２σy 

したがって、正答は４である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答 4


